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飛騨信用組合とは

• 岐阜県高山市に本店を置き、高山市・飛騨市・白川村を
テリトリーとしている信用組合

• 当組合のテリトリーの中心である高山市人口は、直近の
2015年10月実施の国勢調査では9万人を割り込み、人
口将来推計では2045年には6万5千人になると予測

宮川 赤い中橋 古い町並み
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• 一方で高山市は、日本有数の観光地「飛騨高山」として
2016年の観光客入り込み数は約451万人、世界遺産「白
川郷」のある白川村は、約179万人と活況を呈しており、
過疎と過密が混在している特殊な地域

飛騨市 白壁土蔵 白川郷
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• 預金残高2,459億円、貸出金残高1,025億円（2017年3月末現
在）

• この5年間に約571億円の預金を増加させ、約256億円融資
残高を伸ばす

• 不良債権比率も企業再生などの手法を使い9.9％から4.2％
へと半減

• 2014年、東海財務局より地域密着型金融に対する取組みに
ついて顕彰

• 2017年、地方創生に効果のある特徴的な取組みをしていると
して、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局から表彰

3



飛騨信用組合の3つの業務改革

1.仕事改革

• CSV経営（Creating Shared Value ・ 共有価値の創造）

• 融資のリードタイム改革

• Biz-Con.HIDA

Biz-Con.HIDA外観
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• BankNeo for CRM
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2.地域改革

• ひだしんさるぼぼ倶楽部

• 電子地域通貨「さるぼぼコイン」
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• クラウドファンディング「FAAVO飛騨・高山」
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• 地域活性化ファンド「飛騨・高山さるぼぼ結ファンド」

高山まちなか屋台村「でこなる横丁」

飛騨とらふぐ
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3.働き方改革

• 週2回の早帰りとプレミアムフライデー

• 平日の社員旅行

• 週休3日制の店舗（インストアブランチ）

インストアブランチでのロビーコンサート
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• オフィスレイアウトの工夫によるコミュニケーションの
円滑化

本部７部署を間仕切りの無い１つのフロアに集約
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• グループウェア導入、マジックコネクトを活用した在宅勤
務

• これら大きく3つの業務改革が相乗効果を生み、職員の
意識改革、地域の活性化、業績の向上に繋がっている

マジックコネクト（右）とマジックコネクトを使用した
PCでグループウェアを活用
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【参考】活用している経営指標

評価項目 評価方法

働
き
方
改
革

1 労働生産性 労働生産性（対職員数） トップライン÷職員数（前年同月比）

2
時間外労働

時間外労働人件費 金額 当月金額、期初累計額（前年同月比）

3 時間外労働人件費 総定例給与 比率 時間外給与÷総定例給与（前年同月比）

4

福利厚生

ノー残業デー実施状況（平均退店時間） 当月、当期平均

5 プレミアムフライデー実施比率 実施人数÷職員数

6 有給休暇取得状況 有給休暇取得日数（育児・介護等）

7 男女雇用均等 女性職員のダイバーシティー
女性職員の渉外職への登用人数、営業
成果

8

スキルアップ

検定試験・資格の取得 取得資格科目・職員数

9 通信講座の受講 受講職員数

10 自主参加型研修の受講 受講職員数
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